
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校の概要 

  本校が立地している近江八幡市安土町老蘇地

域は、近江八幡市の最東南にある。学校の周り

には、田畑が広がり、米や野菜などの農作物の

生産や養鶏や養豚などの畜産業が盛んである。 

  近隣には、大規模な工場が建ち並び、新興住

宅の建築も進んでいるが、校区内には、豊かな

自然が残り、夏にはホタルを見ることもできる。 

  平成 14 年(2002 年)には、ＰＴＡや地域の住

民の協力のもと、敷地内にビオトープが造成さ

れ、ビオトープ委員会が立ち上げられた。 

児童にとっては遊び場であり、地域の住民に

とっては、交流や憩いの場となっている。また、  

平成 29 年度(2017 年度)からは、コミュニテ

ィスクール（学校運営協議会制度）を取り入れ、

地域の教育力を活かした学校運営を行っている。 

このような、恵まれた自然環境やビオトープ、

地域住民の力を活用する中で、ふるさと老蘇の

魅力に気づき、ふるさとを愛し、ふるさとのこ

れからの在り方について考える子どもの育成を

めざし、エコ・スクールとして地道な活動を続

けている。 

 

２ 活動の実際 

（１）ビオトープを活かした取組 

 ア 学習で 

  ビオトープは子どもたちにとって、身近な遊

び場であると同時に、貴重な学習の場である。 

  生活科や理科の学習では、ビオトープの草花

や生き物を観察し、季節ごとの自然の様子を学

んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生では、ふるさと学習の一環として、ビ

オトープの造成時に中心となって事業を進めた

方を招き、ビオトープに込めた思いを聞き、ふ

るさとへの思いを深めた。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

イ 地域で 

  ビオトープ委員会は、学校、ＰＴＡ、地域住民

からなる組織である。 

 年間５回の整備作業を行うだけでなく、ビオト

ープを舞台とした生き物観察会やアウトドア体

験（天ぷら・パン作り）、夏祭り（ビオトープま

つり）、お月見コンサートなどを行っている。 

 子どもたちは、自然の中での活動を楽しみなが

ら、自然に親しみ、ふるさとのよさを味わってい

る。また、保護者や地域住民の交流の場ともなっ

ており、コミュニティスクールとして、地域の教

育力を高めることにもつながっている。 

 

（２）西の湖を活かした取組 

  １年生から３年生では、ビオトープを舞台と

 

地域や保護者とともに、老蘇の自然のよさに気づき、

大切にできる「老蘇っ子」の育成をめざして 
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学校敷地内に造成されたビオトープや、学校近隣の自然環境を活用し、地域や保護者の協

力を得ながら、老蘇学区や近江八幡市の環境について考える機会をつくり、ふるさとを愛する

とともに、持続可能な社会に貢献できる児童の育成をめざす。 

1 年生 生活科「春をみつけよう」 



して水環境について考えるが、４年生では、隣

の安土学区にある西の湖を訪れ、より広い視野

から水環境について考えている。 

  西の湖や琵琶湖の水質の変化や西の湖に生息 

する魚や鳥の観察活動を通して、水環境の大切 

さに気づくことができた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）田んぼを活かした取組 

  ５年生では、地元の営農組合、JA グリーン近

江、びわこ揚水機場、ぼてじゃこトラストの方

のご指導のもと、米の栽培と収穫を行っている。 

  そこでは、ニゴロブナの放流、水生生物の観

察や揚水機場の見学活動などを取り入れ、米の

栽培における水の大切さや、人間や生き物と水

環境の関わりについて、体験的に学んでいる。  

一粒の米に込められた生産者の思いや、その

大切さ、人間や生き物の生活における水の重要

性に気づくことができた。 

  米の収穫後は、お世話になった方々を招き、

「お米感謝祭」を開催した。米づくりの工夫や

努力、生産者の願いなど、学習してわかったこ

とを発表するとともに、炊きたてのご飯を味わ

った。 

  事後に行った児童の感想文には、「田んぼのこ

とをよく見るようになった。」や「お米を一粒残

さずに食べようと思う。」などの意見が目立った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（４）身近な資源を活かす取組 

  本校では、給食の牛乳パックをリサイクルし

ている。全校児童が、給食後に牛乳パックをき

れいに洗い、切り広げ、それを干す。翌朝、環

境委員会の子どもがそれを集め、回収ボックス

に入れる。集められた牛乳パックは、業者が回

収し、リサイクルされる。 

  また、６月と１２月には、ＰＴＡ活動の一環

として、資源回収活動を行っている。隣にある

「老蘇こども園」や「老蘇こども園保護者会」

と協力して行っている。本校児童と保護者だけ

でなく、老蘇学区の住民にも呼びかけ、古紙や

アルミ缶などを回収している。 

  回収作業は高学年児童と保護者があたり、収

益はＰＴＡ会費に繰り入れ、学習活動に活用し

ている。 

 

（５）SDGs の考えを取り入れた取組 

  近江八幡市教育委員会と連携し、SDGs のカ

ードゲームファシリテーターをお招きし、まず、

本校職員と老蘇こども園の教職員、老蘇まちづ

くり協議会の職員が合同で研修会を行った。 

  その上で、児童の学習に取り入れるための打

ち合わせを行い、６年生で取り入れることとし

た。国際連合の取組を自分の生活と結びつけて

考えられるように進めている。 

  

３ 成果と課題 

  ビオトープや自然環境に恵まれていること、

地域の支援体制が手厚いことなど、本校は環境

教育を進めるための条件はすべて揃っていると

言っても過言ではない。 

 各学年における学習でも、その恵まれた素材

を活かして学習活動を展開することができてい

る。 

 児童に対して行った学校評価では、「身の周り

の自然や環境問題について学習し、その大切さ

について理解できていますか。」という問いに対

し、多くの児童が「とてもそう思う」または「だ

いたいそう思う」と答えている。ビオトープや

地域の自然環境にふれる機会を積極的に作った

結果だと言える。 

  一方、児童が学んだことを校内外で発信する

活動についてはさらに進めたい。周りの友だち

や大人に発信し、学校や地域全体で環境を考え

る児童の育成がこれからの課題である。 
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